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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第31期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第30期

会計期間 

自 平成20年
10月１日

至 平成20年
12月31日

自 平成19年
10月１日

至 平成20年
９月30日

売上高 （千円）  4,318,24919,985,644

経常利益 （千円）  168,7391,718,953

四半期(当期)純損益 （千円）  △181,612 981,186

純資産額 （千円）  7,887,9319,048,826

総資産額 （千円） 21,093,66022,391,093

１株当たり純資産額 （円） 525.08 602.34

１株当たり
四半期(当期)純損益 

（円） △12.09 64.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － －

自己資本比率 （％） 37.4 40.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △723,142 792,204

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 27,667△346,404

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,058,769△1,415,122

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） 3,146,1143,091,061

従業員数 （人） 1,143 1,142

　
　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、「消費税及び地方消費税」（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。 

３．第31期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第30期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,143    

　
　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。

 

（２）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 171     

　
　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。
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第２【事業の状況】
　当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）の消費税等に係る会計処理は、税抜方式によっているため、本項に

記載の売上高、生産実績、受注状況、販売実績等の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、ストレッチブロー成形機、専用金型、付属機器及び部品の製造販売において単一事業を営んでおり、

事業の種類別セグメント情報については該当していないため、製品別に記載いたします。

 

（１）生産実績

製品別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）
金額（千円)

ストレッチブロー成形機 2,973,337

金型 1,227,561

付属機器 167,373

合計 4,368,272

　
　（注）　金額は平均販売価格によって表示しております。

 

（２）受注状況

　当社グループは顧客の注文により製品を生産し販売する受注生産制を主体としており、受注状況は次のとおりで

あります。

製品別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

受注高（千円) 受注残高（千円)

ストレッチブロー成形機 2,021,390 3,319,333

金型 1,263,733 2,176,517

付属機器 287,063 343,153

部品その他 522,068 111,974

合計 4,094,255 5,950,979

 

（３）販売実績

製品別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）
金額（千円)

ストレッチブロー成形機 2,158,081

金型 1,351,514

付属機器 307,190

部品その他 501,463

合計 4,318,249
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におきましては、金融不安に端を発する著しい世界的な景気低迷に伴い、ユーザーの

設備投資意欲が急速に冷え込んだ影響を被り、受注高は前年同期と比べ大幅な減少となりました。一方、出荷高に相

当する売上高は、前期（昨年９月期）より更に急進した円高の影響を被り計上額が目減りする中、前期末までに獲

得した受注製品の出荷に努め、4,318百万円（前年同期比97.8％）と、減少を軽微に留めることができました。

地域別売上高では、米国・中南米市場が景気の減速から低迷を余儀なくされ、国内市場も設備投資の抑制が顕在

化し、大幅な減収となりました。一方、中国では輸液容器用製品の需要が好調で、大口出荷が行われたことから東ア

ジア市場の売上伸長に大きく寄与し、また、欧州では、オランダやスペインなどが好調な出荷実績を収め、欧州市場

全体では増収を達成することができました。なお、当第１四半期の連結海外売上高比率は89.8％（前年同期

83.3％）となりました。

また、機種別売上高では、1.5ステップタイプのＰＦシリーズ機が伸び悩んだものの、中型汎用機ＡＳＢ－70ＤＰ

Ｗ型や小型機ＡＳＢ－50ＭＢ型が好調な推移を見せたことに加え、インドネシアでの耐熱ボトル成形機ＨＳＢ－10

型販売などが貢献いたしました。

利益面におきましては、インド工場の操業率の向上により、売上総利益では1,873百万円（前年同期比101.7％）

と、金額及び粗利率ともに前年同期を上回ることができました。また、販売費及び一般管理費では、昨年11月の国内

大型展示会へ大規模展示した中で、前年同期に比べ抑制できたことから、営業利益も546百万円（同109.3％）と増

益を果たしました。

しかしながら、営業外損益では、前連結会計年度末より更に急進した為替の影響により、前年同期に比して324百

万円の多額の為替差損の計上を余儀なくされることとなり、経常利益は168百万円（前年同期比35.6％）と大幅な

減益となりました。

また、最終損益では、繰延税金資産の取り崩しにより、四半期純損失181百万円（前年同期：四半期純利益295百万

円）の計上を余儀なくされました。

 

（注）　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。従いまして、当第１四半

期連結会計期間の連結損益計算書と前年同四半期連結会計期間の連結損益計算書とでは、作成基準が異なるた

め前年同期比較に関する情報は参考として記載しております。

 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

国内顧客向け、及び商社・海外代理店経由の海外販売から構成される売上高は、国内向けの減速により1,081百

万円となり、大規模展示会の出展費用も増加したことから営業利益は30百万円となりました。

②　米州

米州に属する北米・中米・南米の各市場とも景気の後退により売上高は631百万円となり、営業利益は28百万

円となりました。

③　欧州

欧州を統括する販売法人の売上高は微増に留まった中で、イギリスの販売法人が好調であったことから売上高

は1,170百万円と増収を果たし、営業利益も115百万円となりました。

④　アジア

ドバイ販売法人やインド生産法人の直販が好調に推移したものの、南・西アジアを管轄するシンガポール販売

法人が大幅に減収となったことから、売上高全体でも1,435百万円と低迷いたしました。これにインド工場の採算

性の良化が加わって、営業利益は242百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

55百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末では3,146百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次の

とおりであります。
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①　営業活動によるキャッシュ・フロー

売上債権が減少したものの、たな卸資産の増加及び前受金の減少などにより、営業活動の結果支出した資金は

723百万円となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得があったものの定期預金の払い戻しにより、投資活動の結果増加した資金は27百万円とな

りました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払いがあったものの借入金の純増により、財務活動の結果増加した資金は1,058百万円となりまし

た。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における研究開発費用は75百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

  

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株)

普通株式 38,400,000

計 38,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在発行数(株)
 

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,348,720 15,348,720
ジャスダック
証券取引所

単元株式数
1,000株

計 15,348,720 15,348,720 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年10月１日～ 
　平成20年12月31日 

－ 15,348,720 － 3,860,905 － 3,196,356

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。   
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 326,000 － 単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,977,000 14,977 同上 

単元未満株式 普通株式 45,720 － －

発行済株式総数 15,348,720 － －

総株主の議決権 － 14,977 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

日精エー・エス・ビー
機械株式会社

長野県小諸市甲
４５８６番地３

326,000 － 326,000 2.12

計 － 326,000 － 326,000 2.12

                                                                                                          
　（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の数　１

個）あります。

なお、当該株式は、「① 発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。

  

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年10月 11月 12月

最高（円） 400 310 276

最低（円） 235 249 223

　
　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条

第１項第５項ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,160,755 3,183,804

受取手形及び売掛金 ※3
 3,835,124 4,540,723

製品 1,167,695 1,662,561

原材料 3,192,784 3,398,296

仕掛品 4,319,163 3,614,649

繰延税金資産 641,276 633,667

その他 882,539 862,460

貸倒引当金 △266,307 △246,971

流動資産合計 16,933,032 17,649,191

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,389,179

※1
 1,557,823

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 906,077

※1
 1,109,379

土地 836,231 836,231

その他（純額） ※1
 212,674

※1
 216,111

有形固定資産合計 3,344,162 3,719,545

無形固定資産 204,009 218,417

投資その他の資産

投資有価証券 518,203 603,747

その他 292,661 397,741

貸倒引当金 △198,408 △197,551

投資その他の資産合計 612,456 803,937

固定資産合計 4,160,627 4,741,901

資産合計 21,093,660 22,391,093
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 3,230,646 3,633,549

短期借入金 5,991,496 4,389,511

未払金 708,888 718,999

未払法人税等 156,691 580,478

前受金 1,176,502 1,811,876

賞与引当金 40,800 98,413

その他 273,356 326,624

流動負債合計 11,578,380 11,559,453

固定負債

長期借入金 960,300 1,330,901

退職給付引当金 317,303 318,877

役員退職慰労引当金 125,853 133,034

その他 223,890 －

固定負債合計 1,627,348 1,782,813

負債合計 13,205,729 13,342,266

純資産の部

株主資本

資本金 3,860,905 3,860,905

資本剰余金 3,196,356 3,196,356

利益剰余金 2,555,769 3,038,039

自己株式 △199,310 △199,209

株主資本合計 9,413,721 9,896,091

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △98,631 △44,386

為替換算調整勘定 △1,427,158 △802,878

評価・換算差額等合計 △1,525,789 △847,265

純資産合計 7,887,931 9,048,826

負債純資産合計 21,093,660 22,391,093
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 4,318,249

売上原価 2,444,454

売上総利益 1,873,794

販売費及び一般管理費 ※
 1,327,193

営業利益 546,600

営業外収益

受取利息 5,391

受取配当金 5,253

その他 10,733

営業外収益合計 21,378

営業外費用

支払利息 33,185

為替差損 345,726

その他 20,327

営業外費用合計 399,239

経常利益 168,739

特別利益

貸倒引当金戻入額 30,618

役員退職慰労引当金戻入額 7,180

特別利益合計 37,798

特別損失

固定資産売却損 48

固定資産除却損 1,297

特別損失合計 1,345

税金等調整前四半期純利益 205,192

法人税、住民税及び事業税 69,144

法人税等調整額 317,659

法人税等合計 386,804

四半期純損失（△） △181,612
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 205,192

減価償却費 109,346

貸倒引当金の増減額（△は減少） 45,970

受取利息及び受取配当金 △10,644

支払利息 33,185

売上債権の増減額（△は増加） 292,331

たな卸資産の増減額（△は増加） △552,287

仕入債務の増減額（△は減少） △321,555

前受金の増減額（△は減少） △392,851

その他 355,537

小計 △235,773

利息及び配当金の受取額 14,308

利息の支払額 △38,595

法人税等の支払額 △463,082

営業活動によるキャッシュ・フロー △723,142

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,149

投資有価証券の取得による支出 △4,770

その他 72,586

投資活動によるキャッシュ・フロー 27,667

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,588,211

長期借入金の返済による支出 △313,305

自己株式の取得による支出 △100

配当金の支払額 △216,035

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,058,769

現金及び現金同等物に係る換算差額 △308,241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 55,052

現金及び現金同等物の期首残高 3,091,061

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,146,114
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 
会計処理基準に関する事項

の変更

 
(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、製品及び仕掛品は、主と

して個別法による原価法、原材料は主として移動平均法による原価法によってお

りましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、製品及

び仕掛品は、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）、原材料は主として移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

82,219千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用

しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 
 

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

 
 

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

 
※１　有形固定資産の減価償却累計額　 5,267,436千円

 
※１　有形固定資産の減価償却累計額 5,684,247千円

　２　受取手形割引高 137,191千円 　２　受取手形割引高 158,950千円

※３　四半期連結会計期間末日が金融機関の休日である

ことによる四半期連結会計期間末日満期手形につ

いては、四半期連結会計期間末日に入出金があっ

たものとして処理しており、その金額は次のとお

りであります。

　　　　　　　　

受取手形 4,770千円

支払手形 540,404千円
 
 

  

  
 
 

 

（四半期連結損益計算書関係）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 
※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 134,455千円

販売促進費 145,452

貸倒引当金繰入額 76,684

給料手当 258,514

賞与引当金繰入額 14,029
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 
※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

現金及び預金勘定 3,160,755千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△14,640

現金及び現金同等物 3,146,114千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平

成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数
普通株式  15,348,720株
　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 326,420株
　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月18日
取締役会

普通株式 225,340 15円 平成20年９月30日平成20年12月２日利益剰余金

 
　（注）　１株当たり配当額には、記念配当が２円50銭含まれております。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループは、ストレッチブロー成形機、専用金型、付属機器及び部品の製造販売において単一事業を営んで

おり、事業の種類別セグメント情報については該当ありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

米州
（千円）

欧州
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売上高 1,081,078631,4741,170,4871,435,2094,318,249 － 4,318,249

(2）セグメント間の内部売上高 1,626,26619,236 106 1,027,2232,672,832(2,672,832)－

計 2,707,344650,7101,170,5932,462,4336,991,082(2,672,832)4,318,249

営業利益 30,647 28,440 115,608242,401417,098129,502546,600

 
　（注）１．本邦以外の国又は地域の区分方法及び各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1）国又は地域の区分方法………………地域的近接度によっております。

(2）各区分に属する主な国又は地域……米　州：北米、中米、南米

欧　州：西欧、北欧、東欧

アジア：東アジア、南・西アジア、オセアニア

２．会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」「会計処理基準に関する事項の変

更」「（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用しております。こ

の変更に伴い、従来の方法に比べて、営業利益が、日本で82,219千円減少しております。

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 米州 欧州 アジア 計

Ⅰ　海外売上高 （千円） 808,095 1,277,179 1,793,454 3,878,729

Ⅱ　連結売上高 （千円） － － － 4,318,249

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占
める割合

（％） 18.7 29.6 41.5 89.8

　
　（注）１．国又は地域の区分方法及び各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1）国又は地域の区分方法………………地域的近接度によっております。

(2）各区分に属する主な国又は地域……米　州：北米、中米、南米

欧　州：西欧、北欧、東欧

アジア：東アジア、南・西アジア、オセアニア

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 525.08円 １株当たり純資産額 602.34円

 

２．１株当たり四半期純損失等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失 12.09円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１
株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。 
 
 
　（注）　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失 （千円）  181,612

普通株主に帰属しない金額 （千円） －
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当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

普通株式に係る四半期純損失 （千円） 181,612

期中平均株式数 （株） 15,022,568

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成20年11月18日開催の取締役会において、平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録さ

れた株主に対し、次のとおり第30期（自平成19年10月１日　至平成20年９月30日）期末配当を行うことを決議いたし

ました。

①　配当金の総額  225,340千円

②　１株当たり配当額 15円

（注）　１株当たり配当額には、記念配当が２円50銭含まれております。

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月２日 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

   平成２１年２月９日

日精エー・エス・ビー機械株式会社  

 取　締　役　会　　御　中  

 

 監査法人　トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 奈尾　光浩　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 山本　哲生　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日精エー・エス・

ビー機械株式会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年10

月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日精エー・エス・ビー機械株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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